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人

見

の

教

育

江
戸
時
代
の
教
育
機
関
と
い
え
ば
寺
子
屋
や
私
塾
が
有
名
だ
が 、

近
江
屋
甚
兵
衛
も
晩
年 、

子
供
や

若
者
を
集
め
て
読
み
書
き
を
教
え
て
い
る。

記
録
に
よ
る
と、

中
野
村
長
安
寺
の
一

隅
を
借
り
て
中
野
小
学
校
が
開
設
さ
れ
た
の
は 、

明
治
六
年

四
月
で
あ
る。

つ
づ
い
て
明
治
七
年
一

月 、

人
見
村
薬
師
堂
で
人
見
校
が
開
校
し
て
い
る。

な
ぜ
小
学

校
で
な
い
の
か 、

そ
の
内
容
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ

た
か
定
か
で
な
い 。
一

説
に
よ
る
と
寺
子
屋
風
の

も
の
で、

そ
の
せ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
人
も
い
る。

同
年
五
月
に
は 、

坂
田
村
に
も
長
福
寺
の
一

隅
を
借
り
て
坂
田
小
学
校
が
開
校
し
て
い
る。

同
校
は

坂
田
-

L人
和
田
を
学
区
に
定
め
て
い
る。

ま
た
明
治
一

O
年
一
一

月
に
は 、

貞
元
村
神
格
寺
に
貞
元
小
学
校
が
設
置
さ
れ 、

こ
れ
に
伴
っ

て
中

野
小
学
校
は
同
校
に
合
併
さ
れ
て
い
る。

そ
し
て
翌
年
の
一

月 、

人
見
校 、

畑
沢
校
が
坂
田
尋
常
小
学

校
に
合
併
さ
れ
て
い
る。

な
お 、

明
治
一

九
年
ご
ろ
畑
沢
校
は
ま
た
分
離
独
立
し
て
い
る。

明
治
=
二

年
六
月
二
七
日 、

中
野
・

坂
田
の
両
尋
常
小
学
校
が
合
併
し、

周
西
尋
常
小
学
校
が
誕
生

し
た 。

初
代
校
長
は
坂
本
安
五
郎
で、

位
置
を
中
野
に
定
め 、

三
学
級
編
成
で
あ
っ

た 。

児
童
数
は
男

尋常小学読本=相川資料館提供
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一

九
名 、

女
一

七
名 。

し
か
し、

校
舎
が
で
き
る
の
は
ず
っ
と
後
で、

そ
れ
ま
で
は
中
野
・

坂
田
両
校

が
仮
教
場
と
な
っ

た 。

こ
の
と
き
の
授
業
料
に
関
す
る
資
料
が
残
っ

て
い
る。

そ
れ
に
よ
る
と
最
高
・

最
低
額
が
あ
っ

て 、

尋
常
科
は
最
高
五
銭 、

最
低
=一
銭 、

高
等
科
は
最
高
二
二
銭 、

最
低
一

O
銭
と
な

っ
て
い
る。

な
ぜ
最
高
と
最
低
が
あ
っ

た
の
か 、

そ
の
納
入
の
基
準
は
ど
う
な
っ

て
い
た
か 、

定
か
な

も
の
は
残
っ

て
い
な
い 。

な
お 、

三
四
年
に
は
尋
常
科
の
授
業
料
は
免
除
さ
れ 、

ま
た
四
二
年
の
資
料

に
よ
る
と、

高
等
科
の
授
業
料
は
最
高
二
五
銭 、

最
低
一

五
銭
と
な
っ

て
い
る。

話
を
戻一
す
と
明
治
三

一

年
七
月
に
は 、

周
西
尋
常
小
学
校
に
高
等
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る。

明
治
三
三
年
三
月
に
は
学
級
が

増
設
さ
れ 、

尋
常
科
四
学
級 、

高
等
科
二
学
級
と
な
っ

て
い
る。

三
六
年

二
一
月
の
児
童
数
は
三
四
二

人
で
あ
る。

周
西
尋
常
高
等
小
学
校
の
校
舎
建
設
が
起
工
し
た
の
は
明
治
三
九
年
一

二
月
二
九
日 、

四
O
年
二
月

二
六
日
に
上
棟
式
が
行
な
わ
れ
た 。

し
か
し、

お
り
か
ら
の
強
風
で
全
潰 、

四
月
八
日 、

改
め
て
起
工

し
て
い
る。

五
月
二
四
日 、

上
棟
式
が
挙
行
さ
れ 、

待
望
の
第
一

、

第
二
校
舎
が
竣
工
し
た
の
は
四
O

年
八
月
二
九
日
で
あ
る。

建
物
面
積
二
O
四
坪
強 、

建
設
費
五 、

七
三
三
円
と
な
っ

て
い
る。

同
年
一

O
月 、

便
所 、

小
使
室 、

炊
事
場
な
ど
が
増
設
さ
れ 、

四
一

年
四
月
に
は 、

尋
常
科
五
学
級 、

高
等
科

一

学
級 、

四
二
年
二
月
に
は
尋
常
科
六
学
級 、

高
等
科
一

学
級
の
編
成
替
え
が
行
な
わ
れ
て
い
る。

な

ぉ 、

義
務
教
育
六
年
制
が
施
行
さ
れ
た
の
は
明
治
四
一

年
で
あ
る。

四
五
年
八
月
の
児
童
数
は
四
O
四

人 。

大
正
七
年
五
月
に
補
修
学
校
々
舎
が
建
設
さ
れ 、

同
八
年
四
月
に
は
高
等
科
が
二
学
級
に
増
強
さ

れ
て
い
る。

大
正

二一
年
九
月 、

関
東
地
区
は
歴
史
を
揺
る
が
す
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た 。

首
都
東
京
を
は
じ
め

各
地
で
被
害
が
続
出
し、

周
西
小
学
校
の
校
舎
も
全
潰
の
憂
き
目
を
み
た 。

こ
の
た
め
高
等
科
は
青
蓮

小学国語=相川資料館提供
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寺
に 、

尋
常
科
は
坂
田
の
長
福
寺
に
収
容
さ
れ 、

仮
校
舎
と
し
て
授
業
が
続
行
さ
れ
た 。

倒
壊
し
た
校

舎
が
再
建
さ
れ
た
の
は
一

五
年
九
月
で
あ
っ

た 。

人
見
の
児
童
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
周
西
小
学
校
に
通
っ

た
が 、

同
校
は
昭
和
に
入
っ

て
さ
ら
に
学
級
が

増
強
さ
れ
て
い
る。

昭
和
九
年
四
月
に
尋
常
科
は
入
学
級
に 、

翌
一

O
年
に
は
さ
ら
に
九
学
級
に
増
え 、

同
年
一

O
月
の
児
童
数
は
五
O
二
人
に
な
っ

て
い
る。

一
一

年
七
月
に
は
第
三
校
舎
が
増
築
さ
れ 、
一

二
年
四
月
に
は
尋
常
科
が
一

O
学
級 、
一

五
年
四
月

に
は
一
一

学
級
と
増
え 、
一

六
年
四
月
に
は
高
等
科
も
三
学
級
に
拡
大
し
て
い
る。

ま
た 、

同
年
に
改

正
さ
れ
た
学
校
令
に
よ
り、

周
西
尋
常
小
学
校
は
周
西
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
た 。
一

九
年
四
月
の
学

級
数
は
尋
常
科

二
一 、

高
等
科
四、

児
童
数
も
九
五
四
名
と
増
大
し
て
い
る。

二
一

年
四
月 、

周
西
小
学
校
後
援
会
が
発
足
し、

二
二
年
四
月
に
は
学
校
教
育
法
の
改
正
で、

周
西

国
民
学
校
を
周
西
小
学
校
に
改
称 。

高
等
科
は
廃
止
さ
れ 、

君
津
中
学
校
が
創
設
さ
れ
た 。

初
代
校
長

は
小
川
政
吉
で
あ
っ

た 。

周
西
小
学
校
の
P
T
A
が
発
足
し
た
の
は
二
三
年
五
月 、

各
施
設
も
し
だ
い

に
拡
充
さ
れ
て
い
っ

た 。

二
五
年
九
月
に
第
四
校
舎
が
竣
工 、
一

七
学
級
編
成 、

児
童
数
七
六
九
人
を

数
え
て
い
る。

い
わ
ば
周
西
小
学
校
は 、

人
見
に
住
み 、

人
見
で
育
っ

て
い
く
人
た
ち
に
と
っ

て
教
育
の
拠
点
で
あ

っ
た 。

し
か
し、

半
農
半
漁
時
代
の
人
見
で
は 、

農
繁
期
や
海
苔
の
収
穫
期
に
は
家
事
の
手
伝
い
を
す

る
児
童
も
多
か
っ

た 。

、
こ
う
し
た
教
育
風
土
や
教
育
観
に
大
変
革
を
与
え
た
の
は 、

八
幡
製
鎖
倒
(
現
新
日
本
製
織)

出
に
伴
う、

社
会
環
境
の
変
化
で
あ
ろ
う。

八
幡
製
鎖
倒
の
企
業
進
出
に
伴
っ

て 、

北
九
州
市
を
は
じ

め
全
国
各
地
か
ら
の
転
勤
者
が
大
量
に
移
住
し、

児
童
数
も
急
激
に
増
大
し
た 。

こ
の
た
め
君
津
町
で

の
進

'
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は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る。

そ
の
前
に
君
津
町
の
人
口
動
勢
を
み
る
と、

昭
和
三
五
年
に
一

二 、

九
一

O
人
だ
っ

た
も
の
が 、

三

八
O
二
人
と
な
り、

九
年
に
は
一

二 、

む
し
ろ
漸
減
し
て
い
る。

こ
れ
に
対
し
三
九
年
か
ら
四
二
年
の

三
年
間
は
八
二
八
人
増 、

特
に
四
二
年
一

O
月
か
ら
四
三
年
九
月
の
一

年
間
は
七 、

二
三
七
人
と
急
増

し
て
い
る。

い
わ
ゆ
る
八
幡
製
銭
側
の
民
族
の
大
移
動
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
話
題
を
提
供
し
た
時
代
で

あ
る。
こ
の
人
口
増
加
現
象
は 、

君
津
製
織
所
の
拡
充
計
画
に
比
例
し
て
そ
の
後
も
続
く
こ
と
に
な
る。

こ
う
し
た
人
口
変
化
の
な
か
で、

君
津
町
に
お
け
る
学
校
の
状
況
を
み
る
と、

昭
和
三
五
年
は 、

小

学
校
四 、

中
学
校
二
で、

児
童
・

生
徒
の
総
数
は
二 、

七
五
一

人
で
あ
っ

た 。

こ
の
児
童
・

生
徒
数
も

四
一

年
は
二 、

O
六
五
人
と
む
し
ろ
漸
減
し
て
い
る。

と
こ
ろ
が
四
二
年
以
降
は
急
激
に
増
大
し、

二
年
二
月
二 、

五
六
O
人 、

四
七
年
四
月
に
は
六 、
一
二
六
人
と
な
っ

て
い
る。

そ
れ
も
君
津
製
織
所

の
社
宅
地
区
を
学
区
と
す
る
八
重
原
小
学
校 、

君
津
中
学
校
の
増
加
が
著
し
か
っ

た 。

八
重
原
小
学
校

の
場
合 、

四
二
年
四
月
三
四
七
人
だ
っ

た
児
童
数
が
四
三
年
二
月
に
は
六
七
八
人
の
九
五
%
増 。

激
し

い
と
き
は
一

日
一

O
O
人
の
転
校
生
が
あ
っ

た
と
い
う。

君
津
中
学
校
を
同
年
比
で
み
る
と
五
八
六
人

か
ら
不
四
二
人
の
九
・

五
%
増
と
な
っ

て
い
る。

五
一

二
人
か
ら
六
O
一

人
と
一

七
・

四
%
増
加
し、

こ
の
三
校
で
君
津
町
の
生
徒
・

児
童
増
加
分
の
九

一

方 、

大
和
田
団
地
を
学
区
と
す
る
周
西
小
学
校
は

五
%
以
上
を
占
め
て
い
る。

こ
の
た
め
君
津
町
で
は 、

プ
レ
ハ
ブ
の
仮
校
舎
で
対
応
し
て
い
た
周
西
小
学
校
を
分
割
し
て 、

昭
和

四
三
年
度
に
大
和
田
小
学
校
を
開
校
し、

合
わ
せ
て
周
西
中
学
校
も
新
設
さ
れ
た 。

初
代
校
長
は
大
和

田
小
学
校
が
小
倉
長 、

周
西
中
学
校
が
田
丸
武
雄
で
あ
っ

た 。

さ
ら
に
四
六
年
度
に
は
坂
田
小
学
校
と

県
立
君
津
高
校
が
新
設
さ
れ
て
い
る。

四
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な
お 、

大
量
な
移
住
者
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
っ

て 、

学
校
教
育
も
一

時
は
大
き
な
混
乱
の
あ
っ

た
こ

と
を
付
言
し
て
お
き
た
い 。

そ
の
代
表
は
言
葉
の
違
い
で
あ
ろ
う。

た
と
え
ば
地
元
の
子
供
た
ち
が
九

州
弁
や
東
北
弁
を
覚
え
て
家
で
使
い 、

親
を
驚
か
せ
た
り、

九
州
出
身
の
子
供
が
地
元
弁
を
覚
え
て
家

族
を
笑
わ
せ
る
な
ど 。

ま
た 、

九
州
弁
の
「
ス
カ
ン
」

に 、

千
葉
弁
の
特
色
で
あ
る
語
尾
の
「
:・

ぺ
」

を
つ
け
て 、
「
ス
カ
ン
ベ
」

と
い
う
奇
妙
な
新
語
も
生
ま
れ
て
い
る。

さ
す
が
に
子
供
た
ち
は
適
応
力

に
富
み 、

快
活
そ
の
も
の
で
あ
る。

子
供
た
ち
の
考
え
方
の
相
違
の
一
つ
と
し
て 、

次
の
よ
う
な
例
が
あ
げ
ら
れ
る。

北
九
州
か
ら
転
校

山
か
ら
笥
を
と
っ

て
く
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ

た 。

し
た
児
童
が 、

春 、

い
わ
ば
盗
み
だ
が 、

教
師

の
説
明
に
よ
る
と、

そ
の
子
は
盗
み
の
意
識
は
な
く 、

た
だ
自
然
に
生
え
て
い
る
も
の
を
取
っ

て
き
た

と
い
う
感
覚
で
あ
っ

た
と
い
う。

地
域
の
子
供
で
あ
れ
ば、

そ
れ
が
誰
の
山
で
あ
る
か
を
知
っ

て
お
り、

当
然 、

そ
の
行
為
は
盗
み
と
い
う
意
識
に
つ
な
が
る。

ま
た 、

都
会
で
は
普
通
に
な
っ

て
い
る
腕
時
計

を
着
け
て
の
通
学
は 、

地
元
で
は
禁
止
事
項
で
あ
っ

た 。

」
う
し
た
生
活
様
式
や
生
活
環
境
の
違
い
か

ら
く
る
考
え
方
の
相
違
は 、

随
所
に
見
ら
れ
た 。

変
革
期
の
泣
き
笑
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

だ
が 、

い
つ
か

こ
の
子
供
た
ち
が
歴
史
的
な
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら、

新
た
な
感
覚
を
も
っ

て
新
た
な
都
市
づ
く
り
に

(1)参
画
.す
る

と
で
あ
ろ
う

周
西

中

学

校

周
西
中
学
校
は 、

八
幡
製
鍛
附
(
現
新
日
織)

お
よ
び
そ
の
関
連
会
社
の
進
出
に
よ
る
社
宅
の
建
設

に
よ
り、

君
津
中
学
校
々
区
の
生
徒
が
急
増
し、

収
容
不
可
能
に
な
っ

た
た
め 、

昭
和
四
三
年
四
月
一

日
に
新
設
を
決
定
し
た 。

が 、

普
通
教
室
お
よ
び
管
理
棟
の
で
き
る
四
四
年
五
月
三
二

日
ま
で
は
君
津

中
学
校
の
特
別
教
室
な
ど
を
借
用
し
て
授
業
を
す
す
め 、

四
四
年
六
月 、

新
築
校
舎
に
移
っ

た 。

そ
の

(一)

君
津
市
立
周
西
中
学
校
校
歌

作
詞

鈴
木

昌
次

作
曲

長
谷
川
良
夫

な
だ
ら
か
に
緑
つ
ら
な
り

歌
声
は
ず
む
丘
の
上

潮
風
を
深
く
吸
い
込
み

真
向
い
に
富
士
を
仰
げ
ば

雲
光
り
胸
は
た
か
な
る

あ
あ
周
西
中
学
校

若
い
希
望
こ
こ
に
あ
ふ
れ
る

ヒj

青
空
を
遠
く
見
つ
め
て

思
い
を
こ
ら
す
ま
な
ざ
し
ょ

広
々
と
開
く
行
く
手
に

友
情
の
明
か
り
か
か
げ
て

あ
く
ま
で
も
真
理
求
め
る

あ
あ
周
西
中
学
校

若
い
ひ
と
み
こ
こ
に
輝
け

同

世
の
姿
は
げ
し
く
移
り

時
代
の
荒
波
荒
れ
る
と
も

ゆ
る
ぎ
な
く
堅
く
鍛
え
て

鉄
の
町

世
界
の
君
津

そ
の
誇
り
高
く
か
ざ
そ
う

あ
あ
周
西
中
学
校

若
レ
カ
こ
こ
に
み
な
ぎ
る

若
い
力
こ
こ
に
み
な
ぎ
る

rD
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後 、

特
別
教
室
棟
が
増
強
さ
れ
る
な
ど 、

問
中
学
校
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

(一)

普
通
教
室
お
よ
び
管
理
棟

wv
建
築
面
積
リ
二 、

八
九
一

平
方
メ
ー
ト

ル

wv
構
造
H

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
四
階
建
て

wv
内
容
H

普
通
教
室
一

五 、

特
殊
学
級
室
二 、

お
よ
び
管
理
棟

wv
経
費
H

一

O
七 、

0
0
0
千
円

wv
工
期
日

昭
和
四
三
年
一

O
月
二
六
日
1

四
四
年
五
月一一一
一

日

wv
設
計
者
日

翼
建
築
設
計
事
務
所

wv
施
工
者
H
日
本
国
土
開
発
株
式
会
社

ω
特
別
教
室
棟

wv
建
築
面
積
H
三 、

四
二
二
平
方
メ
ー
ト

ル

wv
構
造
H

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
四
階
建
て

wv
内
容
リ

特
別
教
室
一

四
室 、

準
備
室
な
ど

V
経
費
リ

一

三
二 、

二
O
O
千
円

V
工
期
日

昭
和
四
四
年
九
月
二
O
日
1

四
五
年
三
月
三
一

日

wv
設
計
者
H

翼
建
築
設
計
事
務
所

wv
施
工
者
H
日
本
国
土
開
発
株
式
会
社

大

和
田

小

学

校

八
幡
製
織
側
(
現
新
日
銭)

大
和
田
小
学
校
は 、

お
よ
び
そ
の
関
連
会
社
の
進
出
に
よ
る
社
宅
の
建

設
に
よ
り、

周
西
小
学
校
の
児
童
が
急
増
し、

収
容
不
可
能
に
な
っ

た
た
め 、

昭
和
四
三
年
四
月
一

日

馬西中学校

大和田小学校
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に
新
設
を
決
定
し
た
が 、
新
校
舎
が
完
成
す
る
ま
で
は
周
西
小
学
校
の
校
舎
の
一

部
を
借
用
す
る
一

方 、

校
庭
に
仮
設
校
舎
六
室
を
建
て 、

さ
ら
に
六
室
を
追
加
建
設
し
た
ほ
か 、

講
堂
を
間
仕
切
り
し
て
職
員

室 、

音
楽
室
を
確
保
す
る
な
ど 、

き
わ
め
て
窮
屈
な
状
態
で
授
業
が
行
な
わ
れ
た 。

そ
う
し
た
背
景
の

な
か
で
昭
和
四
四
年
三
月
一

五
日
に
着
工
し、

同
年

二
一
月
二
四
日
に
完
成
し
た
大
和
田
小
学
校
の
概

要
は
次
の
と
お
り

wv
建
築
面
積
H

八 、

二
二
0
平
方
メ
ー
ト

ル

wv
構
造
H

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り

三
階
建
て

wv
内
容
H

普
通
教
室
三
O 、

特
別
教
室
六 、

そ
の
他
管
理
棟

wv
経
費
H

三
三
五 、

0
0
0
千
円

wv
設
計
者
リ

石
井
一

級
建
築
士
事
務
所

wv
施
工
者
H
日
本
国
土
開
発
株
式
会
社

)

 

内唱uw(

 
君

津

市
立

周
西

幼

稚

園

昭
和
三
六
年
八
月
一

O
日 、

君
津
漁
業
協
同
組
合
は
漁
業
権
を
譲
渡
し、

千
葉
県
知
事
柴
田
等
氏
と

妥
結
式
を
行
な
っ

た 。

こ
の
間 、

組
合
と
町
と
種
々
折
衝
が
あ
り、

補
償
金
の
税
金
の
指
導 、

転
業
漁

民
の
指
導
な
ど
が
行
な
わ
れ
た 。

そ
の
折
衝
の
過
程
で、

町
に
一
ヵ

所
も
な
い
幼
稚
園
を
人
見
地
区
に

設
置
し、
転
業
漁
民
の
児
童
を
優
先
的
に
教
育
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
要
望
が
組
合
側
か
ら
出
さ
れ
た 。

財
政
的
に
厳
し
い
君
津
町
で
あ
っ

た
が 、

こ
の
要
望
を
受
け
入
れ
た
町
で
は 、

県
下
で
も
少
な
い
公

立
幼
稚
園
の
建
設
を
人
見
八
七
七
番
地
に
決
め
た 。
同
幼
稚
園
は
昭
和
四
一

年
四
月
一

日
に
開
園
し
た 。

初
代
園
長
は
多
田
保
で、

園
の
概
要
は
次
の
と
お
り。

な
お 、

昭
和
四
三
年
四
月 、

人
見
地
区
池
田
に

同
園
を
移
設 、

現
在
に
い
た
っ

て
い
る。

君
津
市
立
大
和
田
小
学
校
校
歌

作
詞

村
越
利
一

良

作
曲

海
沼

実

東
京
湾
の
朝
風
に

鳴
る
よ

日
の
丸

ひ
る
が与
え
る

す
べ

て
の
も
の
が

芽
ぐ
む
と
き

学
び
の
窓
に

光
り
あ
れ

わ
れ
ら
の

大
和
田
小
学
校

(=) 

鹿
野
の
山
の

日
に
は
え
る

流
れ
ゆ
た
か
な

小
糸
川

鍛
え
よ

友
よ

身
と
こ
こ
ろ

根
性
に
耐
え
る

誇
り
あ
り

わ
れ
ら
の

大
和
田
小
学
校

同

は
る
か
に

富
士
は

か
が
や
き
て

鉄
の
け
む
り
が

立
ち
の
ぼ
る

六
と
せ
を
育
つ

学
び
ゃ
に

文
化
の
息
ぶ
き

新
た
な
り

わ
れ
ら
の

大
和
田
小
学
校
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wv
建
築
面
積
H

四
四
三
・

五
一

平
方
メ
ー
ト

ル

守
敷
地
面
積
H
二 、

八
二
九
・

七
五
平
方
メ
ー
ト

ル

wv
内
容
H

木
造
平
家
建
て

wv
経
費
H

七 、

二
一

O
千
円

wv
開
設
当
時
児
童
数
H

五
七
名 、

二
学
級

君

津

中

央
公

民

館
周
西

分

館

都
市
化
の
進
展
に
伴
っ

て
社
会
教
育
の
充
実
が
急
務
と
さ
れ
る
な
か
で、

地
域
文
化
育
成
の
拠
点
と

し
て 、

昭
和
五
五
年
三
月
三
O
日 、

人
見
五
街
区
に
周
西
分
館
が
完
成
し
た 。

そ
れ
ま
で
の
公
民
館
活
動
は 、

改
修
し
た
周
西
小
学
校
の
図
書
館
や 、

青
年
館 、

集
会
所
を
借
用
し

て
行
な
わ
れ
て
い
た 。

し
か
し、

区
画
整
理
事
業
の
進
捗
に
よ
る
居
住
者
の
急
増
や
社
会
環
境
の
変
化

に
伴
っ

て 、

公
民
館
建
設
に
関
す
る
住
民
か
ら
の
要
請
が
高
ま
り、

つ
い
に
そ
の
夢
が
実
現
し
た 。

周
西
分
館
の
規
模
は 、

敷
地
面
積
約
四
六
五
平
方
メ
ー
ト

ル
、

建
築
面
積
約
一

九
0
平
方
メ
ー
ト

ル
、

延
べ
床
面
積
約
一

八
七
平
方
メ
ー
ト

ル
。

小
会
議
室 、

大
会
議
室 、

厨
房
な
ど
か
ら
な
る
平
屋
建
て
で、

建
築
費
用
は
約
一

、

五
O
O
万
円 。

同
館
は
現
在 、

地
域
住
民
の
交
流
や
親
睦
の
場
と
し
て 、

各
種
の
催
し
ゃ 、

趣
味 、

教
育 、

会
合
の

場
と
し
て
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か 、

子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
柔
道 、

合
気
道
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る 。

地
域
文
化
の
育
成
と
興
隆
に
今
後
も
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う。

)

 

'hd

 

(
 
人

見

青

年
館

大
正
年
代 、

人
見
公
会
堂
は
青
蓮
寺
境
内
の
西
側
一

角
に
設
置
さ
れ
て
い
た 。

あ
ま
り

大
き
な
建
物

二ニニー---，
----_.-ー一ー 一ーー一ーー一 一一

一一
一一一一一 ー一ー 一一

)一 一

周西幼稚園

-288 

君津中央公民館周西分館



で
は
な
か
っ

た
が 、

区
民
の
集
会
所
と
し
て 、

さ
ま
ざ
ま
な
連
絡
や
会
議 、

催
し
ご
と
や
娯
楽
の
場
と

し
て
利
用
さ
れ
た 。

人
見
の
今
日
を
語
る
と
き
公
会
堂
な
し
で
は
い
ら
れ
ぬ
ほ
ど 、

歴
史
の
し
み
こ
ん

だ
建
物
で
あ
っ

た 。

し
か
し
こ
の
公
会
堂
も
戦
争
と
い
う
悪
夢
の
な
か
で、

移
転
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た 。昭

和
一

六
年
代
に
入
り、

支
那
事
変
は
第
二
次
大
戦
へ
と
発
展
し、

拡
大
す
る
戦
局
の
な
か
で
当
地

出
身
の
戦
死
者
も
増
大
し
た 。

悲
し
い
公
報
が
増
え
る
に
伴
っ

て 、

そ
の
墓
地
に
窮
し
た
青
蓮
寺
で
は

公
会
堂
の
敷
地
を
そ
れ
に
当
て
る
べ
く 、

移
転
の
申
入
れ
を
行
な
う
こ
と
に
な
る 。

こ
の
青
蓮
寺
の
要
請
に
基
づ
い
て 、

と
き
の
区
長
・

白
井
保
は
地
区
総
会
を
召
集
し、

こ
の
席
で
区

民
の
同
意
を
え
た
の
で
あ
る 。

代
替
地
と
し
て 、

祭
礼
用
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
区
有
地
が
近
く
に

あ
っ

た
の
で、

こ
れ
を
充
当
し
て
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ

た 。

以
来 、

三
0
年
間 、

ふ
た
た
び
区
民
の

憩
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ 、

親
し
ま
れ
て
き
た
が 、

建
物
も
よ
る
年
波
に
は
勝
て
ず
老
朽
化
が
め
だ
ち

は
じ
め
た 。

お
り
し
も
企
業
進
出
の
計
画
が
具
体
化
し、

八
幡
製
織
附(
現
新
日
銭)
の
進
出
が
決
定
し
た 。

以
来 、

君
津
地
区
は
田
園
工
業
都
市
を
標
梼
し
て
急
激
な
変
貌
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る 。

こ
う
し
た
都
市
構
造

の
変
化
に
伴
っ

て 、

各
地
区
で
土
地
区
画
整
理
事
業
が
展
開
さ
れ 、
一

方
で
は
青
年
館
や
農
村
協
同
館

な
ど
の
建
設
が
促
進
さ
れ
た 。

幸
な
こ
と
に
県
で
も 、

青
年
活
動
の
活
性
化
の
一

環
と
し
て
補
助
制
度
を
設
け 、

町
も
協
力
す
る
と

い
う
形
で
青
年
館
の
建
設
が
活
発
化
し
た 。

三
九
年
に
小
山
野 、

四
三
年
に
は
神
門
と
台
住 、

四
四
年

に
は
杢
師
に
建
設
さ
れ
て
い
る 。

人
見
も
ま
た
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
っ

た 。

岡
崎
工
業
側
の
社
宅
が
で
き 、

人
口
も
増
え 、

こ
う
し

人見公会堂。 昭和49年に撤去される
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た
拡
大
基
調
の
な
か
で
公
会
堂
の
機
能
拡
充
が
区
民
の
要
請
と
し
て
強
ま
っ

て
き
た 。

加
え
て
青
少
年

の
不
良
化
も
社
会
的
な
風
潮
と
し
て
大
き
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
っ

た 。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
青
年
館
建
設
を
必
要
と
し
た
人
見
で
は 、

白
井
千
代
吉 、

高
橋
敏
男
の
両

町
議
に
お
願
い
し
て
相
談
役
に
就
任
し
て
も
ら
い 、

具
体
的
な
活
動
に
入
っ

た 。

資
金
調
達 、

敷
地
の

確
保
な
ど 、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
伴
っ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い 。

四
四
年
一

O
月 、

総
会
が
召
集
さ
れ 、

第
一

号

青
年
館
建
設
に
関
す
る
件

-

第
二
号

消
防
詰
所
建
設
に
関
す
る
件

-

第
三
号

区
有
地
処
分
に
関
す
る
件

以
上
の
議
案
が
上
程
さ
れ
た
が 、

満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た 。

そ
こ
で
事
業
促
進
を
図
る
「
青
年
館

建
設
委
員
会」

が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る 。

同
委
員
会
は 、

白
井
・

高
橋
両
町
議
を
顧
問
に 、

委
員
二
O
名
を
任
命 。

委
員
長
に
白
井
吉
男
区
長 、

副
委
員
長
に
白
井
勝
男
副
区
長 、

会
計
に
秋
元
康
太
郎 、

守
久
治
を
選
任
し
た 。

設
計
は
荒
井
嘉
男
(
元

建
設
課
長)

に
依
頼
し
た 。

四
四
年

二
一
月 、

こ
の
建
設
計
画
案
は
町
議
会
の
承
認
を
得 、

建
設
は
直
ち
に
開
始
さ
れ
た 。

敷
地

は
公
会
堂
の
跡
地
と
い
う
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が 、

同
地
が
狭
く 、

ま
た
そ
l
タ
リ
ゼ
l
シ
ョ

ン
化

に
伴
っ

て
車
の
騒
音
も
激
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り、

審
議
の
結
果 、

青
蓮
寺
境

内
が
候
補
に
あ
が
っ

た 。

同
境
内
は
地
区
の
中
央
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
一
つ
の
理
由
で
あ
っ

h-。
争LH

そ
こ
で
住
職
の
栗
坂
光
道
師
に
事
情
を
相
談
し
た
と
こ
ろ、

寺
で
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
理

人見青年館
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由
に
快
諾
し
て
も
ら
っ

た 。

な
お
建
設
の
資
金
は 、

区
有
地
の
田
を
町
に
売
却
す
る
こ
と
で
同
意
を
得 、

他
は
県
お
よ
び
町
の
助
成
金
で
補
填
し
た 。

工
事
は
昭
和
四
四
年

二
一
月
に
着
工
し、

四
五
年
三
月
完

成
し
た 。

こ
れ
を
祝
っ

て
四
月
一

五
日 、

落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た 。

人
見
青
年
館
の
概
要
は
次
の
と
お

りwv
構
造
H

木
造 、

平
家
建
て

wv
敷
地
面
積
H

八
O
四
平
方
メ
ー
ト

ル

wv
建
築
面
積
H

一

四
八
・

七
三
平
方
メ
ー
ト

ル

wv
内
容
H

集
会
室
(
一

O
四
・

一
一

平
方
メ
ー
ト

ル
) 、

管
理
室
(
一

九
・

八
三
平
方
メ
ー
ト

ル
) 、

炊

事
室
(
七
・

四
四
平
方
メ
ー
ト

ル
) 、

廊
下
(
七
・

四
三
平
方
メ
ー
ト

ル
) 、

便
所
(
四
・

九
六
平
方
メ
!

ト
ル
) 、

玄
関
(
四
・

九
六
平
方
メ
ー
ト

ル
)

wv
工
費
H

五
四
五
万
円

(
県
お
よ
び
町
助
成
金
一

二
O
万
円)

E 

消

防

団

活

動

. 大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
誕
生
し
た
各
町
村
の
公
設
消
防
団
は 、

単
に
火
防
だ
け
で
な
く 、

非

常
災
害
に
も
備
え
た 。

戦
時
中
の
昭
和
一

四
年
に
警
防
団
法
が
施
行
さ
れ 、

消
防
団
は
警
防
団
と
名
称

を
か
え 、

国
防
の
一

端
も
担
っ

た 。

昭
和
二
二
年
に
消
防
法
が
公
布
さ
れ 、

近
代
的
消
防
組
織
が
確
立

し
た 。

そ
れ
に
よ
る
と
自
治
体
機
関
と
し
て
常
備
消
防
団 、

非
常
備
消
防
団
が
設
け
ら
れ
て
い
る 。

村
人
か
ら
交
際
を
阻
害
さ
れ
た
村
八
分
も 、

葬
式
と
火
事
は
二
分
の
つ
き
合
い
が
残
さ
れ
て
い
た
ら

守宮白白守秋高平守白守高守【
歴
代
消

清武吉勝園 新久照久亀太倉防
次 太次 三 分
郎雄男男治仲郎郎将郎吉吉蔵団

長

高守平石高石守守高官秋守】

橋井元橋野崎井井

橋崎元

政

蔵

康
太

郎

喜
久
雄

要
次
郎

春

次

久

治

正

次苗寸
土
口三雄男

野井浦井

勝吉公粂

橋
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し
し、

。火
事
は
地
震 、

雷
と
と
も
に
古
く
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
た
だ
け
に 、

い
ろ
い
ろ
と
対
策
が
講
ぜ
ら
れ

て
い
る 。

火
の
用
心
の
貼
り
札 、

夜
回
り、

天
水
桶
の
備
え
な
ど 。

ま
た 、

各
町
内
会
に
一
ヵ

所
は
必

ず
貯
水
池
を
設
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る 。

自
治
的
な
私
設
と
し
て
の
消
防
組
が
公
設
に
変
わ
っ

た
の
は 、

明
治
四
O
年
ご
ろ
と
い
わ
れ 、

人
見

区
は
大
正
五
年
(
一

九

二ハ)

に
発
足
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る 。

周
西
村
消
防
組
は 、

第
一

部
か
ら
第

六
部
ま
で
の
構
成
と
な
っ

て
い
た 。

人
見
区
は
第
三
部
に
属
し、

消
防
器
具
も
揃
え
て 、

万
一
の
火
災

に
備
え
た 。

当
時
の
消
火
器
は
人
力
に
よ
る
ポ
ン
プ
(
腕
用
ポ
ン
プ)

で、

青
蓮
寺
境
内
に
消
火
器
具

専
用
の
小
屋
を
建
築
し
た
と
あ
る 。

購
入
金
額
は
=一
五
O
円 。

腕
用
ポ
ン
プ
の
ほ
か
消
防
具 、

組
旗
一

、

高
張
提
灯
一

、

鳶
口
一

O 、

運
水
具
一

五 、

頭
巾
四、

手
袋
若
干
が
用
意
さ
れ
て
い
た 。

組
織
は
部
長 、

小
頭 、

消
防
手
で
構
成
さ
れ 、

組
員
は
互
選
で
分
担
係
員
を
置
い
た 。

筒
先
三
名 、

鳶
口
一

O
名 、

運
水
具
五
名 、

旗
手
一

名 、

高
張
提
灯
一

名 、

伝
令
一

名 、

警
報
手
一

名
と
い
う
内
訳

で
あ
る 。

警
報
手
は 、

知
ら
せ
三
点
打 、

出
方
二
点
打 、

近
火
乱
打 、

鎮
火
一

点
と
二
点
打
と
い
う
具

合
に
打
鐘
を
打
ち
わ
け
て
い
た 。

昭
和
に
入
る
と、

手
引
き
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
が
出
現
し
た 。

人
見
で

も
神
門
地
区
と
共
有
と
い
う
こ
と
で
昭
和
初
期
に
購
入
し
て
い
る 。

そ
れ
も
両
地
区
に
資
金
が
不
足
し

た
た
め 、

人
見
漁
業
組
合
の
援
助
を
受
け
て
い
る 。

と
同
時
に
人
見
・

神
門
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

人
見
漁
業
組
合
の
敷
地
内
に
消
防
団
詰
所
も
新
設
さ
れ
た 。

と
こ
ろ
が
第
二
次
大
戦
中 、

敵
機
の
本
土

来
襲
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
手
引
き
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
は
徴
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
る 。

東
京
都
の
小
松

川
の
近
く
に
あ
る
軍
関
係
の
施
設
で
使
用
さ
れ
た
よ
う
だ
が 、

戦
後 、

徴
発
が
解
除
さ
れ 、

無
事 、

地

区
へ一
戻
っ

て
き
た 。

ガソリンポンプを賜入したときの消防団の記念写真
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終
戦
後 、

木
更
津
海
軍
航
空
廠
第
二
海
軍
航
空
廠
の
消
防
自
動
車
ポ
ン
プ
が
払
い
さ
げ
ら
れ 、

ら
く
は
こ
の
二
台
を
人
見 、

神
門
の
消
防
団
が
交
互
に
利
用
し、

消
火
に
あ
た
っ

た 。

な
お 、

払
い
下

げ
ら
れ
た
自
動
車
ポ
ン
プ
は
国
防
色
(
草
色)

だ
っ

た
の
で、

昭
和
二
二
年
に
赤
色
に
色
を
塗
り

変
え

て
い
る 。

し
か
し、

こ
の
消
防
自
動
車
ポ
ン
プ
も
老
朽
し
た
た
め 、

昭
和
二
六
年
に
廃
車
し、

新
た
に
消
防
自

動
車
ポ
ン
プ
を
購
入
し
た 。

そ
し
て
こ
れ
を
機
会
に
人
見
第
一
一

分
団 、

神
門
第

二一
分
団
が
誕
生
し

た 。こ
れ
ま
で
人
見 、

神
門
の
消
防
団
の
維
持
費
は 、

人
見
四
分 、

神
門
六
分
の
割
合
で
あ
っ

た 。

そ
こ

で
両
分
団
の
誕
生
に
当
た
っ

て 、

人
見
は
手
引
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
を
引
き
と
る
こ
と
に
な
っ

た 。

そ
の

後 、

人
見
で
は
昭
和
三
0
年
度
に
区
民
の
寄
附
に
よ
り
自
動
車
ポ
ン
プ
を
購
入 、
一
二
二
年
度
に
は
上
水

道
に
よ
る
消
火
栓
を
設
置
し
た 。

さ
ら
に 、

鉄
骨
の
火
の
見
櫓 、

防
火
用
水
池
な
ど
も
設
置
し
た 。

昭

和
四
五
年 、

市
の
消
防
団
が
改
革
さ
れ 、

こ
れ
に
伴
っ

て 、

人
見
の
消
防
団
は
大
和
田
分
団
と
統
合
さ

れ
た 。

分
団
の
詰
所
も
大
和
田
分
団
と
の
境
界
に
新
設
し、

名
称
も
第
九
分
団
と
改
名
さ
れ
た 。

以
後 、

消
防
の
各
器
具
も
市
の
予
算
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
る 。

皿

青

年

団

活

動

明
治
以
降
に
お
け
る
わ
が
国
の
青
年
団
活
動
は 、

村
の
将
来
を
担
う
青
少
年
た
ち
が
社
会
教
育 、

自

己
研
鎮
の
場
と
し
て 、

さ
ら
に
は
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
娯
楽
の
場
と
し
て 、

明
治
初
期
か

ら
自
主
・

自
発
的
に
運
営
さ
れ 、

全
国
組
織
に
拡
大
じ
た 。

し
ば

金馬簾の披露記念
消防自動車の購入を記念して=昭和30年
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こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
人
見
の
青
年
団
が
組
織
さ
れ 、

活
動
を
開
始
し
た
の
は 、

明
治
四
四
年
で

あ
る 。

い
つ
の
時
代
で
も
青
年
た
ち
は 、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
挑
戦
す
る
も
の
だ
が 、

人
見
の
青
年

団
も
ユ
ニ
ー
ク
な
運
営
や
活
動
を
実
施
し
て
い
る 。

ま
ず
運
営
面
に
お
け
る
財
源
確
保
だ
が 、

同
青
年
団
で
は
自
作
田
を
保
有
し、

全
員
で
耕
作
し
て 、

み
お
ほ

そ
の
収
穫
を
換
金
し
て
活
動
資
金
と
し
た
ほ
か 、

湾
掘
り
や
浜
掃
除
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
っ

た
こ
と

か
ら、

こ
れ
ら
の
使
役
に
よ
っ

て
漁
業
組
合
か
ら
支
給
さ
れ
る
日
当
な
ど
も
そ
れ
に
充
当
し
た 。

青
年

団
活
動
と
し
て
今
日
ま
で
語
り
つ
が
れ
て
い
る
催
し
と
し
て
は 、

大
正
初
期
か
ら
実
施
さ
れ
た
素
人
相

撲
大
会
が
あ
る 。

こ
れ
は
青
蓮
寺
の
修
復
記
念
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で、

青
蓮
寺
の
境
内
を

借
り
て
会
場
と
し、

近
郷
の
青
年
団
に
呼
び
か
け
て
行
な
わ
れ
た 。

相
撲
は
わ
が
国
の
国
技
で
あ
り、

各
地
区
に
力
自
慢
の
青
年
た
ち
が
い
た 。

娯
楽
の
少
な
い
時
代
で

も
あ
っ

た
し、

こ
の
相
撲
大
会
に
人
気
が
集
ま
っ

た
の
は
当
然
で
あ
る 。

木
更
津
の
梅
木 、

富
津
の
星

野 、

大
貫
の
磯
根
崎 、

西
川
の
十
兵
衛 、

青
木
の
遠
山
・

平
野
と
い
っ

た
な
だ
た
る
青
年
が

参
加
し、

わ
が
人
見
か
ら
は
守
猶
次
郎 、

白
井
善
吉 、

高
橋
太
吉 、

斉
藤
清
次
郎 、

向
井
八
太
郎 、

吉
浜
気
和
治

が
出
場
し、

大
熱
戦
を
展
開
し
た 。

青
蓮
寺
の
境
内
は
応
援
者
や
見
物
人
で
満
員
の
盛
況
で
あ
っ

た 。

現
在 、

青
蓮
寺
の
境
内
に
あ
る
力
石
に
そ
の
名
残
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る 。

ま
た
こ
の
時
代 、

君
津
郡
青
年
団
が
催
し
た
連
合
運
動
会
も
人
気
を
呼
ん
だ 。

木
更
津
中
学
校
(
現

木
更
津
高
校)

の
校
庭
で
開
催
さ
れ
た
同
運
動
会
に
は 、

周
西
村
を
代
表
し
て 、

わ
が
人
見
青
年
団
か

ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場
し
た 。

今
で
も
語
り
つ
が
れ
て
い
る
名
選
手
の
名
前
を
あ
げ
る
と
中
長
距
離

の
高
橋
太
吉 、

高
橋
藤
吉
郎 、

斉
藤
清
次
郎 、

白
井
勇
三
郎 、

守
国
治 、

宮
崎
春
吉 、

短
距
離
の
守
好

三 、

守
久
良
三 、

白
井
民
三 、

高
跳
び
の
高
橋
市
太
郎
な
ど 。

い
ず
れ
も
優
秀
な
成
績
で
人
見
青
年
会

ゆ

青年団による自作田の田植え
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の
声
価
を
高
め
た。

な
お、

そ
の
と
き
の
長
距
離
の
コ
l
ス
は、

木
更
津
中
学
校
か
ら
人
見
橋
ま
で
の

往
復
コ
l
ス
で、

今
日
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
よ
う
に
沿
道
は
声
援
す
る
郷
土
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ

た。

こ
う
し
た
青
年
団
連
合
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は、

剣
道
や
そ
の
他
の
競
技、

さ
ら
に
は
雄
弁
大
会
(
現

在
の
弁
論
大
会)

な
ど
も
催
さ
れ、

分
団
に
よ
る
定
期
的
な
対
抗
戦
や
大
会
も
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
た。

人
見
青
年
団
は
世
帯
の
大
き
い
こ
と
も
あ
っ
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇
っ

た
。

他
の
地
区
か
ら
の
風
当
た

り
が
強
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て、

昭
和
一

九
年、

人
見
青
年
団
は
人
見
・

神
門
に
分
割、

独
立
し
た。

と
も
か
く
青
年
団
対
抗
の
各
競
技
に
対
す
る
各
地
区
の
気
合
い
の
入
れ
よ
う
は
格
別
で、

と
き
に
は
対

立
に
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
す
ら
あ
っ

た。

多
少
の
曲
折
は
あ
っ

た
が、

あ
る
意
味
で
は
良
き

時
代
で
あ
り、

青
年
た
ち
は
若
者
ら
し
い
活
気
に
溢
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る。

ま
た、

若
者
た
ち
は
こ
う
し
た
体
育
や
娯
楽
だ
け
に
熱
中
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

周
西
村
に
は

大
正
四
年
四
月、

周
西
実
業
補
修
学
校
が
設
置
さ
れ
た。

そ
し
て
大
正
七
年
ご
ろ
か
ら、

一

二
月
1
三

月
の
農
閑
期
を
利
用
し
た
青
年
夜
学
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る。

同
夜
学
会
は、

小
学
校
卒
業
の
男
子
を

中
心
に
周
西
小
学
校
に
集
ま
り、

特
別
指
導
の
教
師
に
よ
る
補
習
授
業
や
講
話
が
行
な
わ
れ
た。

女
子

に
は
補
習
科
が
設
け
ら
れ、

和
裁
・

料
理
を
中
心
と
し
た
授
業
が
実
施
さ
れ
た。

そ
し
て
大
正

二
一
年

に
周
西
村
処
女
会
が
発
足
し
て
い
る。

こ
う
し
た
教
育
や
ふ
れ
あ
い
の
場
を
持
っ

た
こ
と
で
若
者
た
ち

の
知
識
欲
は
刺
激
さ
れ、

さ
ら
に
相
互
交
流
が
活
発
に
な
っ

た
の
で
あ
る。

し
か
し、

満
州
事
変
を
契
機
と
す
る
軍
事
色
の
強
ま
る
な
か
で、

昭
和
一

O
年
一

O
月、

全
国
い
っ

せ
い
に
青
年
学
校
が
開
設
さ
れ、

」
れ
に
伴
っ

て
夜
学
も
こ
れ
に
併
合
さ
れ
た。

教
育
の
内
容
は
軍
事

教
練
を
中
心
と
し
た
軍
事
色
の
強
い
も
の
で
あ
っ

た。

戦
局
は
さ
ら
に
支
那
事
変
へ
と
拡
大
し、
若
者
た
ち
は
つ

ぎ
つ

ぎ
に
戦
場
へ

駆
り
出
さ
れ
て
い
っ

た。

相撲大会出場の人見地区の選手、 後方建物は
左が人見神社、 右が観音堂
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こ
の
た
め 、

青
年
団
活
動
も
事
実
上
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
く
な
り、

昭
和
一

六
年
五
月 、

に
解
団
の
止
む
な
き
に
い
た
っ

た 。

戦
後 、

若
者
た
ち
が
戦
場
か
ら
復
員
し、

世
情
も
し
だ
い
に
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
こ
と
も
あ
っ

て 、

青
年
団
活
動
が
復
活
し
た
の
は
昭
和
二
二
年
で
あ
る 。

君
津
町
青
年
団
の
下
に
各
地
区
の
分
団
が

置
か
れ 、

団
員
の
対
象
は
年
齢
一

五
歳
か
ら
二
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
男
女
で
あ
っ

た 。

わ
が
人
見
青
年

団
は
男
女
五
二
人
の
団
員
で
構
成
さ
れ 、

白
井
三
佐
男
が
戦
後
の
初
代
分
団
長
を
つ
と
め
た 。

当
時
は
物
資
も
未
だ
欠
乏
し、
敗
戦
と
い
う
精
神
的
シ
ョ
ッ

ク
を
払
拭
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ

た
が 、

さ
す
が
に
若
者
た
ち
の
復
元
力
と
活
力
は
す
ば
ら
し
く 、

意
気
盛
ん
で
あ
っ

た 。

人
見
青
年
団
で
も
よ

く
人
見
公
会
堂
で
会
合
を
聞
き 、

活
動
計
画、

そ
の
他 、

活
発
な
論
議
が
夜
遅
く
ま
で
行
な
わ
れ
た
も

の
で
あ
る 。

青
年
団
の
主
な
活
動
を
あ
げ
る
と、

農
薬
散
布
な
ど
に
よ
る
春
の
苗
代
の
管
理 、

人
見
浦
の
浜
掃
除 、

川
岸
の
舟
付
場
の
整
備 、

中
橋
の
架
設
な
ど 、

地
域
社
会
に
寄
与
し
た
功
績
は
大
き
い 。

一

方 、

ス
ポ
ー
ツ

、

文
化
面
で
も
人
見
の
声
価
を
高
め
る
多
く
の
業
績
を
残
し
た 。

た
と
え
ば
町
の

陸
上
競
技
大
会
で
上
位
の
実
績
を
残
し
た
ほ
か 、

郡
・

県
大
会
に
第
五
分
会
(
君
津 、

富
津 、

青
堀 、

飯
野 、

貞
元)

の
代
表
選
手
と
し
て
守
久
治
・

高
橋
君
子
(
短
距
離) 、

高
橋
政
治
(
中
距
離)

出
場
し
て
大
い
に
活
躍
し
た 。

ま
た
町
の
相
撲
大
会
で
も
人
見
の
選
手
が
大
活
躍
し
た 。

そ
の
こ
ろ
青
年
有
志
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
新
光
会
も
注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ

た 。

守
清
次
郎 、

大

森
功
ら
の
若
き
リ
ー
ダ
ー

た
ち
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
同
会
は 、

新
し
い
時
代
へ
対
応
す
る
青
年
た
ち
の

資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た 。

俳
句
を
守
彰
三
(
俳
号

申
々
居)

に
学
ん
だ
り、

読
書

会
を
聞
い
て
討
論
し
た
り、

さ
ら
に
ユ
ダ
ヤ
研
究
で
有
名
な
四
王
天
延
孝
(
二
間
塚
居
住)

を
招
い
て

Jっ

し、
ら
カl

人見を代表する陸上競技の各選手を囲んで

phu

 

ny

 

ηノ“



世
界
情
勢
の
講
義
を
受
け
る
な
ど、

き
わ
め
て
意
欲
的
で
あ
っ

た。

そ
の
後、

新
光
会
は、

君
津
漁
業
協
同
組
合
か
ら
の
要
請
に
よ
り、

組
合
青
年
研
究
部
と
名
称
を
変

そ
う
し
た
反
面、

更
し、

海
苔
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
海
苔
養
殖
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た。

日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
つ
れ
て、

若
者
た
ち
の
流
出
が
激
し
く
な
っ

た
の
も
こ

の
時
代
で
あ
る。

こ
の
た
め
青
年
団
活
動
は
し
だ
い
に
下
火
に
な
り、

昭
和
三
六
年、

止
む
な
き
に
い
た
っ

た。

つ
い
に
解
団
の

そ
の
後、

人
見
神
社
の
神
輿
奉
納
が
復
活
し、

こ
の
行
事
に
参
加
す
る
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
西
部
青

活
動
し
て
い
る。

年
会
(
人
見、

神
門、

大
和
田)

が
結
成
さ
れ
た。

同
青
年
会
は、

現
在
も
お
祭
り
の
中
心
と
な
っ
て

役員選挙の記念写真

て
。
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